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研究成果の概要（和文）：中国の女性は、計画生育政策（いわゆる「一人っ子政策」）による子
供数の規制を与件としながら、健康や経済環境および地方行政幹部や家族の権力などの環境の
中で、希望する数と性別の子供を持とうと複雑な交渉を行っている。政策は、時に彼女たちの
希望の実現を後押しし、時にそれを妨げる。計画生育はまた、リプロダクティブ・ヘルスに対
して両義的な意味を持っており、その評価には、具体的な場の複雑な要因を考慮する必要があ
る。 
 
研究成果の概要（英文）：Chinese women who are under the regulation of family planning 
policy (so-called "one-child policy"), negotiate with the power of family members and local 
government cadres for having children of desired number and sex, in her health and 
economic conditions.  The policy sometimes encourages her to realize her hope, and 
sometimes disturbs them.  Family planning policy has ambiguous implications for 
reproductive health of Chinese women, it is necessary to consider the complex factors in the 
concrete scene for evaluate it. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）この研究は、中国の計画生育政策(いわ

ゆる｢一人っ子政策｣)が、中国女性のリプロダ

クティブ・ヘルス/ライツに対してどのような

意味をもつものであったか、計画生育の導入

当初からの経緯を踏まえ、異なった状況にあ
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るいくつかの地域の状況を比較しつつ総合

的に明らかにしようとするものである。 

現在も中国の基本国策として堅持・推進さ

れている計画生育成策(いわゆる｢一人っ子政

策｣)については、賛否の議論がなされている

が、当の中国女性自身の立場からの意見はあ

まり聞こえてこない。本研究は、特にリプロ

ダクションの主体である女性の立場から、計

画生育政策がどのような意味を持ったかを、

文献調査とフィールド・ワークによる聞き取

り調査によって明らかにしようとした。 

（２）すでに研究代表者は、2003～2006

年度科研費基盤研究Ｃ「中国近現代における

母子衛生政策の研究」(研究代表者：小浜正子

)において上海都市部における計画生育の導

入と普及の状況について調査研究を行って

いる。また、2007～2009年度科研費基盤研究

Ｃ「中国近現代における生殖コントロールの

進展と女性たちの対応」(研究代表者：小浜正

子)では、都市部とは状況の異なる農村部での

情況を明らかにするために、中国東北地方の

都市近郊農村をフィールドとして調査研究

を行った。 

（３）以上を踏まえて、本研究では、先の

東北地方の都市近郊農村とは状況の異なる

中国華中地方の農村での計画出産の展開に

ついて調査研究を行い、地方差の大きな中国

における計画生育政策について総合的に研

究し、それが中国女性のリプロダクティブ・

ヘルス/ライツに対してどのような影響を与

えたかを多面的に理解しようとした。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究は、中国の女性にとっての計画

生育政策を含む生殖コントロールの意味を

解明するために、中華人民共和国下における

母子衛生と計画生育の進展過程を具体的な

地域に即して歴史的に跡づけようとしてい

る。同時に、それに対して生殖の主体である

女性たちがどのように対応していたかを、文

献と聞き取りの両面から明らかにしようと

するものである。 

（２）中国の人口政策としては、1980年代以

降に強制力をもって進められている所謂「一

人っ子政策」が良く知られている。しかし中

国では計画出産の政策的推進は1950年代か

ら断続的に展開されており、1970年代以降は

全国的に推進されている。 

本研究では、異なった条件の都市や農村で

それぞれ計画生育がいつごろどのようにし

て開始され普及してきたか、女性たちはそれ

に対してどのように対応してきたのかを、文

献だけでなく聞き取りからも明らかにする。

それによって、計画生育政策の人口問題への

インパクトだけでなく、中国女性のリプロダ

クティブ・ヘルス/ライツへの影響や、家族間

の権力関係や意識の変化を含むジェンダー

構造の変化などをも、歴史的背景を踏まえつ

つ、他国の人口政策との比較の下で、解明し

ようとしている。 

 

３．研究の方法 

（１）以前に調査を行った、全国でも最も早

く計画出産の普及した上海都市部や、農村部

としては相対的に普及の早かった中国東北

地方遼寧省都市近郊のQ村とは異なった状況

の調査地として、湖南省B村を選定し、予備

調査を行った。 

（２）B村でフィールド調査を進めるととも

に、関連する文献資料を収集し、それらのデ

ータの整理・分析を行った。 

（３）調査結果から B 村の計画生育の展開の

特徴をまとめ、それを上海都市部や遼寧省 Q

村と比較して、それぞれの特徴とそれをもた

らした要因を明らかにする。 

（４）以上を踏まえて、中国におけるバー



ス・コントロールの普及の特徴を国際比較の

下で考察し、それが中国女性のリプロダクテ

ィブ・ヘルス/ライツやジェンダー構造にどの

ように影響しているかを考察する。 

 

４．研究成果 

以上の結果、次のようなことが明らかにな

った。 

（１）湖南省 B 村では、1960 年代末からバ

ース・コントロールが導入され始めた。しか

しその普及の時期は、遼寧省 Q 村よりもやや

遅れている。 

1970 年代には、全国的に「子供二人」が

提唱され、Q 村では子供を二人までしか生ま

ない夫婦が増えていたが、B 村では子供が 3

人以上の夫婦が多くみられた。計画出産の進

展の度合いは、農村部の中でも地域によって

相当なばらつきがみられる。 

（２）1960 年代から村内で女性の「はだし

の医者」が活躍して、乳幼児死亡率・妊産婦

死亡率なども低い地域にあった Q 村と異な

って、B 村ではプライマリヘルスケアの普及

は遅く、この地域の母子衛生の指標も相対的

によくなかった。このような条件は、村内で

バース・コントロールの普及に努める基層の

衛生工作者の不在ともつながっており、計画

生育の普及の遅れと関連があると考えられ

る。 

（３）1980 年代になって、「一人っ子政策」

が展開されるようになり、農村部でも第二子

以上の出産には強い規制がかけられるよう

になったが、この村では「計画外」とされる

子供の出産が多くみられた。 

この村では、村の行政幹部は計画生育の推

進にあまり積極的ではなかった。これは、「計

画外」の出産があまり見られなかった遼寧省

Q村では計画生育の実施に尽力する村幹部が

存在していたことと、対照的である。 

（４）90 年代には国家はさらに強い出産制限

を行い、B 村でも一人っ子が見られるように

なった。90 年代後半からは、子供の数は 1

人～2 人でよいとする女性も出てきて、村の

若い世代の生育意識には変化が見られるよ

うになった。 

（５）中国の計画生育は、「一人っ子政策」

開始前の 70 年代以前と、開始後の 80 年代以

後を通して、国家が適切とされる子供の人数

を提唱し、バース・コントロールの手段を提

供するものであった。現場では、時として「強

制」とも感じられる地方幹部による強い「提

唱」が行われることも、70 年代以前から見ら

れたが、80 年代以後は提唱される子供の数が

一組の夫婦に子供一人が基本となり、「提唱」

が強制力を持つ強いものになった。 

農民たちは国家が子供の数を規制するこ

とは当然視しており、不満の対象は、具体的

な子供の人数とそれを達成させる方法であ

った。 

（６）女性たちは計画生育政策を与件としな

がら、家族関係や経済条件の中で自分なりに

対応し、極力希望するだけの子供を産み、そ

れ以上は産まないでおこうとさまざまな交

渉を展開する。中国の出生率の変化は、単な

る政策実施の結果ではなく、そのような交渉

の結果としてとらえる必要がある。 

（７）計画生育政策は、中国の生殖年齢の女

性にあまねくバース・コントロールの手段を

提供した。その一方、政策の許容しない「計

画外」の出産を防ぐための避妊や妊娠中絶の

強要も行われた。計画生育は中国女性のリプ

ロダクティブ・ヘルスの実現に対して両義的

な意味を持っており、その評価には、具体的

な場における複雑な要因を考慮しなくては

ならない。 

（７）この村では、「はだしの医者」の介助

による近代的な出産が普及するのは 1980 年



代以降であり、Q村とは十数年の開きがある。

しかし自宅出産から病院出産への移行が、

2000 年代に急速に展開したことは Q 村と共

通である。出産の近代化・医療化・国家化の

展開過程は、以前は地域による偏差が大きか

ったが、近年は全国の農村で急速に施設化が

進んだことがわかる。 
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